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遊水地等の整備（長良川）

2.河川の整備の基本となるべき事項
(1)基本高水並びにその河道及び洪水調節施設への配分に関す

る事項
イ.長良川

基本高水は、（中略）、そのピーク流量を基準地点忠節にお
いて8,900m3/sとし、流域内の洪水調節施設により600m3/sを
調節して、河道配分流量を8,300m3/sとする。

整備計画は、河川整備基本方針に沿って段階的整備を行う
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第1章 流域及び河川の現状と課題
第2節 河川整備の現状と課題

第1項 洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関す
る現状と課題

岐阜県が内ケ谷ダムを建設中であり、将来的には一定の洪
水調節が期待できるものの、東海環状自動車道の整備等に伴う
地域開発が進むなか、本来、指定区間の霞堤部等において有し
ていた遊水機能による洪水調節機能を将来的にも確保するため
の早急かつ計画的な対処が急がれる。

第3章 河川の整備の実施に関する事項
第1節 河川工事の目的、種類及び施行の場所並びに当該河川工事

の施行により設置される河川管理施設の機能の概要
第1項 洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する

事項
1 水位低下
（3）洪水調節機能の強化
②遊水地等の整備
長良川において、戦後最大規模の洪水（平成16年10月

洪水）を安全に流下させるため、大臣管理区間外の中流域
において遊水機能を活かした洪水調節として基準地点忠節
において戦後最大規模の洪水に対して約200m3/sの流量
低減を見込む遊水地等を整備する。

遊水地等の整備

200 m3/s中流域の遊水機能による洪水調節

200 m3/s県ダムによる洪水調節

7,700 m3/sダム+中流域の洪水調節

8,100 m3/sH16洪水流量（氾濫戻し）

整備計画における
目標流量（忠節）
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整備計画 原案（案）（本文抜粋）基本方針（本文抜粋）
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→ （将来の遊水地が開発される恐れがある）
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出典：東海環状沿線自治体等アンケート調査
関係自治体聞き取り調査(H19.6)

H19.1.3
中日新聞

31.6ha（予
定）

田栗産業団地

156ha
桑名ビジネスリサーチ
パーク

20ha（予
定）

中蜂屋地区工業団地
（仮称）

開発予定

12.7ha

33.0ha

44.7ha

76.4ha

32.6ha

開発面積

ソフトピアジャパン

屋井工業用地

テクノプラザ

美濃テクノパーク

関テクノハイランド

グリーンテクノみたけ

名 称
番
号

１９８９年以前に完成した工業団地等

１９９０年から２０００年に完成した工業団地等

２００１年以降に完成した工業団地等

事業計画中

浸水想定区域

凡 例

・東海環状自動車道の整備に伴い、環状自動車道沿線を中心に工業団地の立地が増加。
・東海環状自動車道西回り（事業中）周辺でも、工業団地の開発計画あり。
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主な工業団地

検討対象範囲
(中流域）

〔参考〕 高速道路整備と地域の開発（工業団地の立地開発）
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遊水地等の整備に関する意見

行政からの意見

ふれあい懇談会での意見

・現時点では遊水地計画が具体的に提示されていないこと、遊水地計画に対する地元意見が十分
把握できていないこと、遊水地計画の影響（社会的影響、環境への影響等）が提示されていない
ことから、以下のとおりとされたい。
①遊水地の分担量を２００m3/sではなく、できる限り少なくし、その分河道分担量を増やす。
②今後の治水施設の整備順序を記載する（河道を優先して整備し、地元等と十分調整をした後、
候補地を設定）
・計画が県管理区間であることから地元に候補地、遊水地の規模等を示して意見を伺うとともに、
実現性について議論されたい。

等

・遊水地は治水に必要、残したり作ってほしい
・遊水地等の表示を初めて見ました。区域を具体的に表示されたい。堤防をオーバーした地域であ
り堤防の嵩上げ、補強対策がないと再三の水害をうけた地域としては納得できない（一部省略）
・遊水地の位置付けをしっかりして、法整備もしっかりお願いしたい（都市計画法・農地法）
・遊水地は具体的にどこを考えているのか。事前にわかっていれば、建物を建てるときに、確認申
請で浸水対策など指導ができるではないか。

等
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,
治水施設整備パターン

忠節8,100m3/s

遊水地等の整備（第３章第１節第１項１（３）②遊水地等の整備）

長良川中流域において遊水機能を活かした洪水調節施設と
して約２００m3/sの流量低減を見込む遊水地等を整備する。

・地域の振興に資するよう開発状況と遊水地計画を総合的に検討
・岐阜県をはじめとする関係機関と十分な協議・連携を図る
・既往の洪水に対する当該地域の浸水対策を併せて検討
・位置・諸元等の詳細は、今後検討し決定

検
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象
範
囲
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整備計画の期間

検討対象範囲

美濃市

関市

岐阜市
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現状 宅地・農地分離 掘削方式

・狭い面積の土地で遊水効果の
確保が可能

・地域開発と一体として進めること
により効果が一層発現可能

・用地は買収方式

・越流堤整備により大規模出水時
のみ冠水（浸水頻度が減少）

・現在の営農形態を継続
・用地は地役権補償方式

〔参考〕 遊水地の整備例
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